
 

 

 

 

夏休みが終わり、２学期がスタートしました。学期始めは、生活リズムの変化で体のだるさ・疲れが出やす

くなります。また、まだまだ熱中症にも気を付ける必要があります。早寝・早起き・朝ご飯の３つを心掛けて、

体も心も元気いっぱい過ごせるようにしましょう！ 

 

 

 

 体育大会に向けて、練習に熱が入り、けがをしたり、体調を崩したりすることがあります。けがをしないた

めには、体調管理と準備運動が大切です。しっかりと予防して楽しく！元気に！全力で！参加できる体育

大会にしましょう。 

 

９月９日は９（きゅう）９（きゅう）と９が２つで【救急の日】と制定されて

います。けがをしたときに慌てることがないよう、手当ての仕方を覚え

ておくことはとても大切です。また、学校の AED の場所や使用方法、一

次救命処置の仕方を再確認しましょう。 

☆一次救命処置…突然、倒れた人に対し、救急隊員や医師に引き継ぐまで、 
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その場に居合わせた人が実施する応急処置のこと。 

 

 （胸が 5㎝沈むくらい） 

 （1分間に 100～120回） 

（途中でやめない） 

腕は垂直におろす。 

手の平の下の部

分（手根部）で強

く押す。 

指は交互に組む

と力が入りやす

い。 

◎人工呼吸ができる場合は、【胸骨圧迫】＋【人工呼吸 2回】を繰り返す。 

１． か かを聞かれます。 

→「救急です」と答えます。 

２． を聞かれます。 

→住所と目印になる建物を伝えます。 

３． かを聞かれます。 

→事故や傷病者の状態、人数などを伝え

ます。 

４． と を伝えます。 

※通報する際は慌てず、はっきりと伝える

ことが大切です。 

・ AED は と

いい、呼吸のない人に電気ショック

が必要かを判断し、電気ショックを

加えることのできる機械です。救急

車が到着するまでの間も、一刻も早

く AED を使用することが救命率の

向上につながります。 

呼吸も意識もないとき  

その場にいる人で手分けをして、①②③を同時に

行います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 病気や胸に強い衝撃を受けた時、心臓が痙攣し、血液を送り出せなくなることがあります。その痙攣は電

気ショックでしか元に戻すことができません。胸骨圧迫だけでは救えない命があるのです。 
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心臓に痙攣が起きてから に AEDで電気ショックを加

えなければ、救命率が５０％まで下がります。AED を取りに行

き、戻り、現場に届けるまでに５分です。片道２分半。いざという

時のために、忘れず覚えておきましょう。 

２学期が始まりましたね！！夏休み、たくさんの思い出ができましたか？勉強に励む、部活に熱中す

る、友達とたくさん遊ぶ。様々な過ごし方をしたと思います。個人的には、高校生の時以来、久々に新居浜

市の花火大会を見ました。久しぶりの地元の花火を見ることができて、何だかとても懐かしい気持ちにな

りました。皆さんの夏休みの思い出もまた聞かせてください！！ 

 さてさて、２学期といえば行事が盛りだくさんです。体育大会に修学旅行、お祭り、音楽発表会。どれも

楽しみですね。大生院中学校に来て、自分が学生時代に経験した行事との違いに毎回ギャップを感じてい

ます。２学期も新しい発見ができると思うと、とても楽しみです！ 

 まだまだ夏休み気分が抜けない人もいると思いますが、生活リズムを整えて毎日元気に楽しく過ごせる

よう頑張っていきましょう。＾＾ 


